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実　施　概　要

・普段、港湾の役割や歴史に触れあう機会がない県民の皆様へ、港湾は県民生活に欠かす
ことができない重要なインフラであることをお知らせする大変良い機会となった。
・また、大型輸送艦の寄港は、大型船舶の入出港に問題ないことを平常時において確認する
ことができ、災害時の緊急物資輸送や避難の確実性を担保する上で大変有効な取り組みと
なった。

別紙のとおり

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

参加者の反響
（参加者の声）

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す

る上で注意する点）

・近隣でこのような大規模なイベントは少なく、子供と一緒にとても楽しい一日を過ごすことが
できた。
・このような子供から大人まで楽しめるイベントを継続して開催してほしい。
・日常の物流だけでなく、自衛隊の輸送艦などから災害時に緊急物資を受け取る大切な港で
あることが分かった。
・色んなイベントで物販を行うが、準備した食材が全てなくなるほど販売できたイベントは今ま
でになかった。

・ポスターやチラシの配布・掲示
・新聞、公告、広報誌、SNSへの掲載

・テレビ局、新聞社、地元ケーブルテレビが取材に訪れ、テレビ放送、新聞掲載された。

・記念式典とイベントの２部制としたため、来賓者、関係機関との調整が多岐にわたった。
・来場見込人数に応じたトイレが必要となるが、仮設トイレの設置に費用がかさんだ。

国土交通省中国地方整備局、自衛隊鳥取地方協力本部、鳥取市、鳥取・賀露みなとオアシ
ス、鳥取商工会議所、倉吉商工会議所、鳥取商工会連合会、鳥取港振興会

　活　動　全　般

　他の会員の参考となる新しい試み等

令和7年度活動報告書

鳥取県

鳥取港重要港湾指定50周年記念「鳥取港福フェス」

鳥取県

報　　告　　者

鳥取県　県土整備部　河川港湾局　港湾課 0857－26－7312

課長　藤本　直幸　（担当　中野）
fujimoto-n@pref.tottori.lg.jp
nakanos@pref.tottori.lg.jp

令和７年５月31日（土）：鳥取港福フェス
令和７年６月１日（日）：クルーズ客船ル・ソレアル寄港

約7,000人

4,969,962円（鳥取港福フェス）

【活動概要】
　鳥取港の重要港湾指定50周年を記念し、港湾の持つ機能や歴史、重要性を広く県民や企
業の皆様へお知らせし、港湾物流や港を核とした賑わい創出など、港湾利用の促進を図る
ための式典・イベントを開催した。
　開催に当たっては、鳥取港直送の鮮魚が並ぶ海鮮市場「かろいち」、カニなどの水生生物
を展示・紹介する「かにっこ館」、地域の新鮮な農産物を取り揃える「わったいな」で構成する
「マリンピア賀露」、鳥取港に隣接する鳥取砂丘コナン空港との「ツインポート連携」、みなと
オアシス制度全国登録第1号オアシス「鳥取・賀露みなとオアシス」、鳥取港振興会会員企
業、国土交通省、鳥取市並びに自衛隊鳥取地方協力本部等の関係機関と協働連携しなが
ら企画し、式典・イベントを実施した。
　翌日には、クルーズ客船「ル・ ソレアル」が寄港し、おもてなしイベント、高校生による通訳、
日本文化体験、物販などにより、国際交流の場も創出した。

【主な事業内容】
・ 重要港湾指定50周年記念式典
・ 海上自衛隊輸送艦しもきた、国土交通省港湾業務艇はくしゅうの一般公開
・ 巨大な鉄筋コンクリートの箱「ケーソン」へのお絵かき大会
・ 地元高校生のマーチングバンドミニコンサート、書道パフォーマンス
・ 陸上自衛隊第13音楽隊のミニコンサート
・ 鳥取港の役割等に関するパネル展示



【県内の港湾の位置関係】

千代地区
賀露地区

西浜地区

【鳥取港空撮】

【鳥取県の取組】 鳥 取 港 の 特 徴

鳥取港境 港

●●

港湾管理者：境港管理組合 港湾管理者：鳥取県

【鳥取港の特徴】
○中国・韓国・ロシアなどとの距離的優位性を活かした対岸諸国
との更なる物流・交流の拡大の可能性

○無料の高速道路『姫路鳥取線』の開通により京阪神地域への
アクセスが著しく向上

○水産物直売所「かろいち」や「かにっこ館」、地場産プラザ「わっ
たいな」などの観光スポットが連なる多機能みなと空間を形成

○令和７年はクルーズ船が３回寄港予定
（ル・ソレアル、にっぽん丸、三井オーシャンフジ）

○５万トン級クルーズ船の受入が可能となる体制と施設を整備

物流・交流や賑わいの拠点としての役割に今まで以上の期待！

（千トン）
【取扱貨物量】



鳥取港 & 鳥取砂丘コナン空港

【鳥取県の取組】ツインポート化による新たな観光・交流拠点の創出

23万人/年

（カニが主役の水族館）

「砂の美術館」38万人/年

（全天候型砂像美術館）

「かろいち」62万人/年

（海産物市場）

鳥取港
鳥取港ボートパーク

19万人/年

（自然体験型遊び施設）

年間延３８０万人の人流が発生

※数字は2024の来場者数

鳥取港西浜海岸

鳥取砂丘コナン空港
搭乗者37万人

空と海のツインポート推進

112万人/年

「わったいな」 91万人/年

（農産物直売所）

鳥取砂丘

鳥取砂丘西側エリアに滞在型
観光施設の整備計画あり！全国登録第1号

「鳥取・賀露
みなとオアシス」



【鳥取県の取組】重要港湾指定50周年記念式典・イベント

＜記念式典＞
○日時 ：令和７年５月31日 (土) 9：30～１0：００
○主な出席者 ：

国会議員、市長、県議会議員、商工会議所関係者
堀国土交通省大臣官房審議官、箕作中国地方整備局副局長
尾﨑境港湾・空港整備事務所長 ほか来賓者68名

＜港福フェス＞
○日時 ：令和７年５月31日 (土) １０：００～１５：００
○来場者数 ：約７０００人

○主なイベント ：
・ 海上自衛隊輸送艦しもきた・国土交通省港湾業務艇はくしゅうの一般公開
・巨大な鉄筋コンクリートの箱「ケーソン」へのお絵かき大会

・地元高校生のマーチングバンドミニコンサート、書道パフォーマンス
・陸上自衛隊第13音楽隊のミニコンサート
・鳥取港の役割等に関するパネル展示

～ 重要港湾指定50周年 ～
記念式典・イベント（鳥取港福フェス♪）

鳥取港の重要港湾指定50周年を記念し、港湾の持つ機能や
歴史、重要性を広く県民や企業の皆様へお知らせし、港湾物
流や港を核とした賑わい創出など、港湾利用の促進を図るた
めの式典・イベントを開催
イベント開催に当たっては、鳥取港直送の鮮魚がならぶ海鮮
市場「かろいち」、水生生物を展示・紹介する「かにっこ館」、地
域の新鮮な農産物を取りそろえる「わったいな」などで構成
する「マリンピア賀露」、鳥取港に隣接する鳥取砂丘コナン空
港との「ツインポート連携」、みなとオアシス制度全国登録第1
号オアシス「鳥取・賀露みなとオアシス」、鳥取港振興会会員企
業、国土交通省、鳥取市並びに自衛隊鳥取地方協力本部等の
関係機関と協働連携しながら企画し、式典・イベントを実施
翌日6月1日（日）には、クルーズ客船「ル・ ソレアル」が寄港し、
おもてなしイベント、高校生による通訳、日本文化体験、物販
などにより、国際交流の場も創出



【鳥取県の取組】重要港湾指定50周年記念式典・イベント

約7000人の来場者があり、多くの県民・企業に鳥取港の歴史や役割等をお知らせし、今後の利用
促進に繋がる大変有意義な広報イベントとなりました。
この利用促進に繋がる流れを継続していくため、次年度も広報イベントの開催を計画しています。

海上自衛隊輸送艦「しもきた」一般公開

鳥取東高校書道部の書道パフォーマンス

ケーソンお絵かき大会 鳥取・賀露みなとオアシス企画ステージ

鳥取商業高校マーチングバンドミニコンサート

陸上自衛隊第１３音楽隊ミニコンサート記念式典・関係者による開式イベント

三ツ星マーケット物販

鳥取港振興会出展ブース 傘踊りによるお見送り 高校生による通訳・ガイド

近隣でこのような大規模なイベントは

少なく、子供と一緒にとても楽しい一

日を過ごすことができた。

このような子供から大人まで楽しめる

イベントを継続して開催してほしい。

日常の物流だけでなく、自衛隊の輸送

艦などから災害時に緊急物資を受け取

る大切な港であることが分かった。

色んなイベントで物販を行うが、準備し

た食材が全てなくなるほど販売できた

イベントは今までになかった。

＜来場者や出店者の声＞


